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1．はじめに

当協会の営業エリアである愛知県は、金融面
でみると「名古屋金利」という言葉が生まれる
ほど低金利競争が激しい地域である。これは、
優良企業や堅実経営の企業が多いことなど様々
な要因を背景とした金融機関競争が一つの要因
とされる。競争の激しさは、事業者にとってコ
スト抑制の恩恵を受けやすいといったメリット
がある一方で、先導して支援していくメインバ
ンク不在の環境を生み出しやすいといったデメ
リットもあるとされている。特に経営改善支援
や事業再生支援の場面では、依然として「メイ
ンバンクが旗振り役を担う」という考え方は根
強く、メインバンクの不在は①経営改善や事業
再生への着手を遅延させる、②金融機関間の支
援スタンスの調整に多大な労力を要するといっ
た問題をはらんでいる。
こうした愛知県の特性も踏まえ、当協会で
は、「当協会が実質メインとなっている事業者1」
に対して、能動的に経営改善支援・事業再生支
援に取り組んでいる。コロナ禍を経て、民間ゼ
ロゼロ融資に代表されるコロナ関連融資の影響
で当協会が実質メインとなっている先は大幅に
増加した。また、その中に過剰債務に苦しんで
いる先が数多く含まれていることを念頭におけ
ば、協会のマンパワーだけでは到底対応でき
ず、金融機関はもちろん様々な支援機関と連携

しながら、一丸となって事業者支援を展開して
いく必要がある。ただし、関係機関間の足並み
が揃っていない中で闇雲に連携したとしても、
十分な効果を得られない懸念がある。このた
め、当協会では、連携した支援を推進していく
ことと並行して、それぞれの機関が同じ目線
（同じ方向性）で支援に臨めるよう「共通のモ
ノサシ」として金融庁から公表された「業種別
支援の着眼点」（以下、「着眼点」という。）の
普及にも取り組んでいる。本稿ではその取り組
みについて、ご紹介したい。

2．�着眼点を「共通のモノサシ」� �
として選定した理由

具体的な取り組みをご紹介する前に、当協会
では何故着眼点を「共通のモノサシ」として選
定したのかを解説する。「共通のモノサシ」の
要件としては「①関係者が容易に閲覧可能で
あって、②短時間かつ容易に理解でき、③納得
感が得られるものであること」が必要と考え
た。着眼点は、「①金融庁のホームページから
誰でも無料でダウンロードが可能で、②金融機
関などの現場職員でも手に取りやすい分量かつ
直感的に理解しやすいように編集されており、
③事業者支援を検討する上で「出発点」として
の位置づけで、「正解」を示すものではないこ
とから納得感を得やすい」内容となっており、
いずれの要件も満たすと判断している。

「業種別支援の着眼点」を活用した
事業者支援ネットワーク高度化の
取り組み

愛知県信用保証協会
業務統括部　業務統括課　係長 壁谷　好洋

1　当協会の保証利用残高が直近決算の借入金残高と比較して 40％以上ある事業者
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特集1　経営支援の様々な取り組み

3．普及に向けた具体的な取り組み

具体的な普及活動については、当協会の職員
向けの取り組みと外部の連携機関向けの取り組
みとに大別し、時系列に沿って紹介する。

（1）協会職員向けの取り組み
①研修の開催
着眼点が、事業者支援の「出発点」と位置づ
けられていることを踏まえ、まずは経営支援の
ノウハウが十分でない若手職員を対象に研修を
開催した。
テキストとしては、令和 5年 6月26日に金融
庁が開催した「第 1 回『業種別支援の着眼点』
勉強会」で配布された資料を活用した。ただし、
当協会の職員は、金融機関の職員と比べて事業
者との直接の接点は非常に少なく、特に若手職
員を対象にした場合、単純な講義形式の研修で
は十分な成果をあげられないと考えられたこと
から、参加者に事前課題を課すこととした。課
題の内容は、資料の中で「おまけ論点」として
紹介されている「ザックリ推測・商圏内の購買
力」の実践である。資料では「商圏内のスーパー
マーケットに行って、果物、本鮪、牛肉の品揃
え（棚割り）を確認することで商圏内のザック
リとした購買力を推測できる」と紹介されてい
る。これを参加者が実践することで着眼点を身
近に感じてもらうキッカケにできるのではない
かと考えた。なお、参加者が実践した結果につ
いては、研修内のグループディスカッションで
共有を図った。
参加者からは、「実際に店に行って確認して
みた結果と商圏のイメージががっちり当ては
まった。着眼点を意識するとしないとでは事業
者への理解度に差が出ると感じた。」、「経営支
援の場面のみならず保証審査の場面でも着眼点
を活用していきたい。」といった前向きな意見
が寄せられた。若手職員が着眼点を意識して金
融支援や経営支援に臨むことで、そのスキル向
上のスピードに拍車をかけることができるもの
と期待している。
また、若手職員向けの研修後、実際に事業者

支援に従事するメインプレーヤーである中堅職
員を対象にした研修も行った。参加者の違いか
ら同様のテキストを使用したものの事前課題は
課さず、講義形式での開催とした。これらの研
修を通じて、若手職員から中堅職員まで幅広く
着眼点の普及を図った。

②オリジナル着眼点の作成
協会内の普及活動としては、研修だけでなく

オリジナル着眼点の作成にも取り組んでいる。
これは、着眼点のコンセプトにある「着眼点を
出発点として、用途に応じてそれぞれの組織・
個人で、内容の追加等の工夫を加えながら活用
する」ことの実践である。
まずは、スーパーマーケットを取り上げた。

当協会にスーパーマーケットの勤務経験のある
職員がいたこともあり、その知見をベースにオ
リジナル着眼点を作成した。内容としては、レ
ジ 1台あたりの日商や、食品の鮮度の見分け方
など、事業者訪問時だけでなく日常の消費行動
においても参考にできる実践的な情報を取りま
とめたものである。これは支援力の向上はもち
ろんだが、職員が着眼点を手に取るハードルを
下げて身近に感じてもらうことを狙いとしてい
る。
作成した資料は、イントラネットで全職員向

けに共有するとともに、各種研修や勉強会など
の題材として使用しており、職員がビジネスへ
の関心を深めるキッカケとして好評を得てい
る。
なお、オリジナル着眼点は、スーパーマー

ケットの他、海上コンテナ輸送業についても作
成している。名古屋港は貨物取扱量日本一を誇
る港湾であり、当地区には多くの海上コンテナ
輸送業者が集積している。こうした地域性を踏
まえると、同業に対する理解度向上は当協会の
職員として必要な事項であると考え、事例を交
え着眼点を取りまとめた。

③経営支援の場面での活用
着眼点の活用を実務に定着させるための施策

として、当協会の経営支援メニューの一つであ
る「専門家派遣事業」の事務フローに着眼点の
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活用を組み込んだ。当協会では、経営改善意欲
の高い事業者から専門家派遣の申し出があった
場合、経営課題の真因の特定と最適な支援策が
届けられるよう、【図 2】のフローに基づき支
援内容の決定を行っている。
この中で【仮説検討】、【ヒアリング項目・確
認項目整理】、【支援方針検討】は、担当課だけ
でなく専門家や支援機関とのつながりを持つ部
署を加えた 3 部署2の知見を持ち寄って検討す
る「スタンス会議」と名付けられた打ち合わせ

の場で意見交換を行っている。この会議におい
て着眼点の視点を取り入れることとした。
職員からは、「着眼点を活用してヒアリング

したことにより、経営課題の真因に気付くこと
ができた。」、「着眼点を用いて事業を分解して
いくことで強みや弱みの考察が行いやすくなる
点が大きい。」など手ごたえを実感したとの意
見が多く寄せられている。

（2）外部の連携機関向けの取り組み
①�愛知県の中小企業支援ネットワークにおける

普及活動
愛知県の中小企業支援ネットワーク（以下、

「ネットワーク会議」という。）は、県内の金融
機関や経営支援機関など合計63機関で構成され
たもので、当協会と名古屋市信用保証協会が共
同で事務局を務めている。ネットワーク会議で
は、構成する機関が一堂に会した「全体会議」
に加えて「ノウハウ共有分科会」を時宜にかなっ
たテーマで開催している。
令和 5年度の開催においては、全体会議、分

スーパーマーケットの目利き（訪問時）その2

ここでは、生鮮三品（肉・魚・野菜）の商品魅力度（鮮度）を目利きするための初動となるポイントについて紹介します。
消費者の口コミの確からしさを確認するためにも訪問時には、必ず売り場を確認の上対話することが重要です。

1 肉の見分け方

□右のサイトでは、魚以外の水産物の鮮度の見分け方が紹介されて
います。魚の見分け方2

□肉の種類によらず、ドリップ（血汁）がパックに出ていないも
のが新鮮といわれています。
□肉の種類の別による見分け方は次のとおりです。

牛 鮮やかな紅色をしているものが一般的に新鮮 豚 光沢が強いものが一般的に新鮮

鶏 張りがあり肉の色も光沢があるものが一般的に新鮮
ブロイラー（※）の場合、黄色っぽい皮の方が新鮮
（※）一般的な国産鶏肉。飼育日数が50～60日の位のもの

挽肉 色が全体的に均一のものが一般的に新鮮

尾頭付き 目が白く透明なもの。黒目が澄んでいるもの。
表面に光沢があるもの。鱗がきれいにそろっているもの。

切り身 切り口がだらっとしていないもの。身に弾力があるもの。
色がくすんでいないもの。血や水が溜まっていないもの。

一般的に新鮮

□右のサイトでは、様々な野菜の鮮度の見分け方が紹介されていま
す。野菜の見分け方３

レタス 切り口がみずみずしく、茶色く変色していないもの。
手に持った時に軽いもの。色が薄いもの。

キャベツ 春キャベツは巻きが緩いもの。冬キャベツは葉がぎっし
りと巻いてあるもの。外側の葉が濃い緑をしているもの

一般的に新鮮

スーパーマーケットの目利き（訪問時）その1

中小スーパーマーケットは、大手の進出等により非常に厳しい環境にさらされている。
規模の経済が享受できる大手に対して、（心理面を含めた）地理的なメリット、特徴のある品ぞろえなどの差別化を図っていくことで
生き残りのためには、重要。ここでは、差別化要因を探るため目利きの初動に必要なポイントをまとめます。

1 売上の推定
総レジ台数
×700千円が
日商の目安

□以下は、業界団体が作成したデータ。数値の高低のみで優劣を判断するのではな
く、差別化ポイント改善ポイントを探る糸口とするとよい。
□出典「スーパーマーケット年次統計調査報告書」
□合わせて、消費者の口コミ情報にも目をとおし定性的なデータも含めて対話を行
うとよい。

店舗の特性の把握2

□混雑の時間帯は、午前11時、午後４時前後。
この時間帯のレジの稼働状況（稼働中のレジ台数／総レ

ジ台数。稼働中のレジの客待ち状況）を確認するとよい。

従業員1人あたり年商 売場１㎡あたり年商 平均客単価

商品カテゴリー別売上構成 商品カテゴリー別ロス率

□平均値は、25.3百万円 □平均値は、1.2百万円 □平均値は、平日1,988円、土日祝2,259円

□平均値は、「一般食品（栄養補助食品等）」24.8％、「日
配品（卵、豆腐、パン、牛乳等）」18.1％、「青果」16.3％

□平均値は、「惣菜」10.5％、次いで「水産」、「畜産」

□上記統計データが取りまとめられたホームページ □総務省統計局家計調査の概要 □ホームメイトが取り纏めた口コミ

＜参考＞主な情報ソース

【図1】スーパーマーケットの着眼点

【仮説検討】申込書類などに基づき、現状や課題について仮説を立てる。

【ヒアリング項目・確認項目整理】仮説に基づき、経営課題の深掘りに
向けたヒアリング事項などを整理する。

【ヒアリング実施】申込企業へヒアリングを実施する。

【支援方針検討】ヒアリング内容などから最適な支援を検討する。 

【図2】支援内容決定までのフロー

2　�事業者と相対し経営支援を担う業務課、各種専門家とのつながりを持つ経営支援課、各種中小企業支援機関とのつながりを持つ地域連携課

【図3】愛知県の中小企業支援ネットワーク構成機関



- 31 -

特集1　経営支援の様々な取り組み

科会いずれも着眼点をテーマとした。着眼点が
令和 5年 3月に金融庁から公表されたばかりで
あり、愛知県内の金融機関本部との意見交換を
通じて、「着眼点の活用方法は、現在模索して
いる段階である。」との声を多く聞いていたこ
とから、着眼点を「共通のモノサシ」として利
用するにあたっての好機と考えた。
全体会議は、着眼点の原案作成に携わられた

北門信用金庫の伊藤貢作氏を講師にお招きし、
着眼点の利用における留意点などについてご講
演をいただいた。また、引き続き開催した分科
会では、伊藤氏の講演内容を踏まえて、参加機
関の間で着眼点に関する意見交換を行った。
意見交換を行うにあたり、参加者に対して事

前にアンケートを実施した。設問は、自機関で
の着眼点の周知・活用状況、建設業・運送業・

あいち企業力強化連携会議事務局
愛知県信用保証協会　業務統括部業務統括課　行

【個人情報の利用目的】
　ご担当者の氏名等につきましては、本アンケートに関する問い合わせのために利用いたします。

＜本着眼点に記載されていないこと＞

（参考となる（したい）こと）

６　その他意見交換したい内容があれば、ご記入ください。

（参考となる（したい）こと）

５　『飲食業』を営む事業者に対して、経営支援を行ううえで意識していること、工夫していることはありますか。また、本
着眼点において参考となる（したい）ことはありますか。
（意識・工夫していること）
＜本着眼点に記載されていること＞

＜本着眼点に記載されていないこと＞

＜本着眼点に記載されていること＞

（参考となる（したい）こと）

４　『運送業』を営む事業者に対して、経営支援を行ううえで意識していること、工夫していることはありますか。また、本
着眼点において参考となる（したい）ことはありますか。
（意識・工夫していること）

（周知するうえでの工夫・課題）周知する予定はない場合は、その理由をご記載ください。

３　『建設業』を営む事業者に対して、経営支援を行ううえで意識していること、工夫していることはありますか。また、本
着眼点において参考となる（したい）ことはありますか。
（意識・工夫していること）

＜本着眼点に記載されていないこと＞

２　本着眼点をどのように活用していますか、または今後どのように活用したいと考えていますか。

（活用方法）　※複数回答可

　　事業者との対話ツール　　　　　　　　　財務分析の補足資料　　　　　　　　　支援方針の検討資料
　　支援機関同士の目線合わせ　　　　　 自己啓発の学習ツール　　　　　　　　eラーニング等の研修資料
　　現場でのOJT資料　　　　　　　　  　　　セミナー勉強会資料
　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜本着眼点に記載されていること＞

１　社内での本着眼点の周知状況について、お聞かせください。
　　また、周知するうえで工夫したこと、課題に感じていることはありますか。
（周知状況）　※複数回答可

　　通達等での全職員への案内　　　　　　　　イントラネットの掲載　　　　　　　　勉強会の開催
　　上司・同僚からの紹介　　　　　　　　  　　　今後、周知方法を検討　　　　　　周知する予定はない
　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

所属部署
役職名

お名前

機関名 　：

所属部署：

担当者　 ：

電話番号：

第２回ノウハウ共有分科会事前アンケート

　　第２回ノウハウ共有分科会では、令和５年３月に金融庁から公表された「業種別支援の着眼点」（以下「本着眼点」といいます。）の組織での活用方針
等について意見交換することを予定しています。
　つきましては、以下のとおりアンケートを実施しますので、貴社における活用状況（方針）についてご回答をお願いいたします。
　　なお、同分科会はご出席者を３グループに分けて、開催する予定です。

【分科会　御出席者】

【図4】事前アンケート
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飲食業の各業種において経営支援を行う上で意
識して取り組んでいることなどを項目とし、こ
のアンケート結果の取りまとめをベースに意見
交換を行った。なお、上記 3業種については、
開催時間の関係から、事業者数や社会的課題を
念頭に支援の必要性（ニーズ）が高いと思われ
る業種を選定した。
分科会終了後に実施したアンケートでは、「他
機関の様々な取り組み事例や進捗状況が聞け
て、とても参考になった。」との声を多数いた
だいた。参加機関の間での組織を超えた意見交
換が進んだことで、「共通のモノサシ」を活用
した支援に向けて、第一歩を踏み出すことがで
きたと感じた。

②愛知県東三河地域での合同研修の開催
ネットワーク会議を終え、程なくして東三河
地域3の信用金庫から「支援力の向上に向けて
着眼点の研修を開催したい。地域の金融機関が
同じ目線で事業者支援を行うことは有用であ
り、当金庫単独ではなく、東三河地域の金融機
関合同での開催が理想と考えている。ネット
ワーク会議を取り仕切った信用保証協会の旗振
りであれば、合同開催に向けた調整も容易に進
むと感じられることからもご協力を願いたい。」
との要請があった。当時を振り返ると、突然の
要請に一瞬戸惑いを覚えたが、ネットワーク会
議がキッカケとなり、具体的な取り組みにつな

がっていることに大きな喜びを覚えたことが思
い出される。
その後、合同研修に向けた数度の打ち合わせ

を経て、実践力の向上につなげるため、「ケー
ススタディによる事業者訪問時のヒアリング
シートの作成」を主のテーマに据えることとし
た。
ケースの題材は、東三河地域に実在する事業

者をモデルとした。作成した資料は、匿名化し
ているものの、事業者の了解のもとほぼ実態に
近い財務内容、事業内容に基づいたものとし
た。なお、資料作成に先立ち実施した事業者へ
のヒアリングでは、着眼点に記載されているポ
イントについて経営者の生の声を次々と伺うこ
とができ、着眼点の有用性を再認識した。この
成功体験については、ケーススタディの講評の
際にも研修参加者に伝えている。
ケーススタディは、参加者のレベル感に差が

あることも念頭に、参加金融機関の本部職員を
チューターに据えたグループワークで取り組ん
だ。実態に近い複数の要因が絡むケースを題材
としたため、参加者にとって難易度が高くなっ
てしまったが、チューターがサポートすること
で全グループがヒアリングシートを完成させる
ことができた。チューターとも事前に数度の打
ち合わせを行ったことが奏功した形だ。
研修参加者からは「経営者にどんなプロセス

で話を聞けばいいか分かった。」、「分析のポイ
ントとなる点がよくわかった。」など着眼点の

3　�愛知県の東部に位置する豊橋市、豊川市、蒲郡市、新城市、田原市、設楽町、東栄町、豊根村の 8市町村から構成される地域

【図5】分科会の様子

【図6】合同研修の様子
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特集1　経営支援の様々な取り組み

有用性に関する意見とともに、「複数の金融機
関と一緒になってグループワークなどに取り組
み、意見交換できたことが良い経験になった。」
など他の金融機関との意見交換が刺激になった
という意見もあり、着眼点の普及とともに連携
した支援を行う上での土台（担当者間のネット
ワーク）作りに寄与することができたと感じて
いる。

③�一宮中小企業サポート会議での研修開催・
「繊維工業の着眼点」の作成
令和 6年度は、名古屋市に次いで事業者数が
多い一宮市において普及活動を行った。普及に
あたっては当協会が事務局を務めるネットワー
クの一宮中小企業サポート会議 4（以下、「一
宮会議」という。）を活用した。一宮会議は、
事業者に関する情報共有や実務連携を図るた
め、定期的に会議を開催している。それぞれの
機関の強みを活かして連携した個社支援に取り
組んできたが、同じ目線で事業者を把握できれ
ばさらなる実効性向上につながると考え、着眼
点の合同研修を開催することとした。合同研修
は、当協会が中心となり、地元信用金庫が企画
段階からサポートすることで準備が進められ
た。
研修コンセプトの検討段階では「一過性の知
識の共有にとどまらない、持続性のある内容に
することが望ましい。」との方向性で一致し、
具体的な方策として、繊維工業を題材にオリジ
ナル「繊維工業の着眼点」をワークショップ形
式で作成することにした。
繊維工業を取り上げたことにも理由がある。
同市を中心とした尾州地域5は、世界三大毛織
物産地の一つで、高級毛織物を取り扱ってい
る。安価な海外ブランドの攻勢などにより、生
産量は減少傾向と厳しい状況にあるものの、全
工業に占める事業所数の割合は依然 3割を占め
るなど同市の基幹産業となっており、参加者に
とって重要でかつ身近に感じやすいと考えたか

らである。
ワークショップの事前準備では
ア　�着眼点に基づいた事業者ヒアリングシー
トの作成

イ　�ヒアリングシートをベースにした地元事
業者 6社へのヒアリングの実施

ウ　�オリジナル着眼点につなげるためのワー
クシートの作成

に取り組んだ。
約 4 か月の準備期間を経て臨んだ研修当日

は、繊維業界に精通した専門家による講演に続
き、オリジナル着眼点の作成に向けたワーク
ショップをグループ単位で実施した。ここで
は、単に繊維工業について理解を深めるだけで
なく、その過程を通じて着眼点の有用性を実感
できるよう、各グループに事業者ヒアリングを
担当した当協会と地元信用金庫の職員をチュー
ターとして配置した。各チューターから「着眼
点に基づいてヒアリング項目を整理することに
より、スムーズに事業者と意見交換ができた」
という成功体験を伝えることで、参加者の自発
的な活用を促すことが狙いだ。
活発な議論が繰り広げられたワークショップ

の結果を踏まえ、研修後にはオリジナル「繊維
工業の着眼点」を作成し、一宮会議の構成機関
に展開した。
「繊維工業の着眼点」は、繊維工業の現状や
工程別の目利きポイントなどを取りまとめてい
る。当協会では、職員が自由に閲覧できるよう
イントラネットに掲載しており、実際に同着眼
点を活用し、繊維業者のヒアリングに臨んだこ
とで、事業者の課題の真因を捉えることができ
たといったたいへん喜ばしい事例も報告されて
いる。また、一宮会議の他の構成機関でも、内
部研修のテキストとして有効活用されている。
このような活用を継続していくことで、地域の
伝統的な産業が再び元気を取り戻す一助になっ
ていくことを期待したい。

4　�一宮市を本拠地とする支援機関（一宮市、一宮商工会議所、尾西商工会、木曽川商工会、いちい信用金庫、尾西信用金庫）、日本政策
金融公庫及び当協会で形成している。

5　一宮市を中心に、津島市、稲沢市、江南市、岐阜県羽島市など愛知県尾張西部エリアから岐阜県西濃エリアが「尾州」と呼ばれている。
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4．おわりに

令和 7 年 3 月に中小企業庁から公表された
「円滑な事業再生等に向けたモニタリングの高
度化に関する研究会報告書」において、保証付
き融資を念頭に置いたモニタリングの在り方が
示された。この中では、各機関のリソース制約
に応じた他機関との連携の必要性などが記載さ
れている。
当協会では、この報告書に記載されている内
容の高度化を図るため、令和 7年10月にネット
ワーク会議における全体会議及びノウハウ共有
分科会を開催し、地域金融機関、信用保証協
会、士業などの中小企業支援機関が複眼的に予

兆管理を行い、関係主体で連携しながら事業者
支援を行うことの必要性について認識を共有し
たところである。
先述のとおり連携した事業者支援を行う場面

においては、関係機関が同じ目線（同じ方向性）
で支援に臨むことが重要である。着眼点は関係
機関の認識を揃えるための「共通のモノサシ」
として有効に機能すると考えており、今後も協
会内外を問わず、普及・実践に努めていきた
い。
最後に、本稿では当協会の着眼点普及への取

り組みについて網羅的にご紹介した。少しでも
各地域での事業者支援の高度化を図る上での参
考となれば幸甚である。

『繊維工業の着眼点』
2025（令和７）年３月

会社を訪問する前に、着目してほしいポイントやそれに付随する資料等についてまとめます。
繊維工業といっても製品や生産体制等の幅が広いこともあり、事業者支援の初動における着眼のポイントをまとめます。

中小繊維工業の目利き（決算資料編） その４
決算資料編
製造業

1

この工場で一人前になるの
にどのくらいかかるのか？

技術の高さの目安人材
という着眼点

□以下は、本書の作成にご協力いただいた事業者へのヒアリング結果です。
□同じ工程でも異なった認識をお持ちの場合も十分考えられます。
□丁寧にヒアリングすることで、思わぬ強みの発見に繋がる可能性もあります。

工程 必要となる能力 年数

紡績

紡績機の安定稼働に向けた定期的な保守及びトラブルへの適切な対処能力
 １年程度で、紡績機を操作方法を習得することは可能。
 当社を含め、国内紡績業者の大半が、老朽化した紡績機を修繕をしながら利用している。
 このため、トラブルを未然に防ぐ保全、トラブル発生時の適切な対応ができて一人前と評価できる。

１０年

撚糸

撚糸を活用したソリューソン（製造業者の問題解決）営業ができる能力
 撚糸機の操作だけを考えれば、１年もあれば一人前になれる。
 ただし、当社では、毛織物用の糸ではなく、工業用資材向けの撚糸、とりわけ新規素材、新規部品に対して
「撚糸技術」での問題解決を顧客提供価値としており、撚糸技術以外の様々な業界知識の習得が必要となる。

１０年

染色

その日の気温や湿度などが影響する染色において、臨機応変に染料等を調整し、染め上げる能力
 品番ごとのレシピはあるが、染め上がりは気温や湿度により異なってくるため、職人には、経験値やセンス
が求められる。

 特に、少量生産が主流のカセ染めは、ｍｇ単位の繊細な調整が必要となる。

カセ染め １０～２０年
チーズ染め ３～５年

※染色手法、量により異なる。

製織
単に機械を扱えるだけではなく、製品企画力や生地に関する色や風合い等の専門的知識・コーディネート力、納
期管理能力などの総合的な能力
 尾州産地では、工程毎の分業制が採られているため、仕入れ業者、外注先との連携は非常に重要となる。

１０年

１ 紡績とは？ □ 紡績とは、綿花，羊毛，蚕糸または化学繊維のステープルなど，比較的短い繊維から糸を作ることです。
□ 紡績でつくられる糸は、紡毛（ぼうもう）と梳毛（そもう）に分けられます。

会社を訪問する際に、どのようなことに目を凝らし、何を聞けば良いか分からない、という質問を耳にすることがあります。ここでは、企業の事業性や経営改善の
可能性を判断するのに必要な、基本的なポイントをまとめます。

中小繊維工業の目利き（工程別編 『紡績』） その１
訪問時編
製造業

2

紡績 撚糸 染色（先染め） 製織 染色整理 裁断・縫製

種類 特徴

紡毛（ぼうもう） 短い毛足の原毛を紡（つむ）ぐことで作られた糸で、秋冬衣料や毛布、
カーペット等に利用されます。

梳毛（そもう） 毛足の長い原毛を引き揃えて（梳（す）いて）紡績した糸で、取扱し
やすく汎用性が高いため、幅広い織物や編み物に利用されており、特
に高級スーツや春夏衣料に適しているといわれます。

洗い上がったウールを
カード機にかけて繊維１
本１本にほぐし、スライ
バーという「繊維の長さ
を平行に並べたロープ状
の繊維の束」にします。

③梳毛カード
（スライバー工程）

複数のスライバー
を併合して引き伸ば
すことで、太さを均
一にするとともに、
繊維を平行にします。

④前紡
スライバーを引き伸ばし細

くし、撚りを加えていくこと
で強度の高い糸にしていきま
す。また、紡績意匠精紡機の
活用により、意匠糸を製造す
る場合があります。

⑤精紡
精紡で出来た糸をより長く継ぎ

合わせ、編んだり織ったりするの
に使い易い長さにします。捲取り
の機械では、センサーにより、検
品とともに自動修正（糸の太さを
揃える等）を行うものもあります。

⑥巻き糸・検品

一般的な工程（梳毛紡績の場合）

原料となる獣毛の
品質チェックを行い
ます。

①選毛
洗毛機の中で、油

や土砂や植物質の不
純物を含むウールを
ゆっくりと押し洗い
し、純白な洗い上げ
ウールにします。

②洗毛

梳毛糸紡毛糸

出展：紡毛紡績の工場へ - DARUMA STORE

（h�ps://daruma-store.jp/?mode=f24）

※

※出展：2紡績糸ができるまで_ 紡績とは_ 大垣扶桑紡績株式
会社（h�ps://www.ogakifuso.co.jp/spinning/spi_02.html）

会社を訪問する際に、どのようなことに目を凝らし、何を聞けば良いか分からない、という質問を耳にすることがあります。ここでは、企業の事業性や経営改善の
可能性を判断するのに必要な、基本的なポイントをまとめます。

中小繊維工業の目利き（工程別編 『紡績』） その２
訪問時編
製造業

3

紡績 撚糸 染色（先染め） 製織 染色整理 裁断・縫製

２ 在庫という着眼点

□ アパレル製品で差別化を図るには、原料の段階からこだわる必要があります。なかでもアルパカやモヘアな
どの毛足が長い原料は加工が難しいとされていますが、こうした原料をデザイナーの要求を満たす水準の糸
に加工できなければ、生き残りは中々難しいと言われている業界です。

□ デザイナーの要求は多様化しており、要望に応えようとすればするほど多様な原料の在庫が必要となり、ま
た輸入原料が多いことから在庫を多く抱える傾向にあります。こうした品揃えが強みとなっていることもあ
りますので、貸借対照表で在庫が多いことを短絡的に問題視するのではなく、財務状況と在庫のバランスを
意識しながら確認・ヒアリングする必要があります。

３ 紡績機という着眼点
□ デザイナーのニーズに対応するには、豊富な在庫の他、紡績機の保有数、種類や型式が強みとなります。固

定資産台帳やホームーページ、工場見学で紡績機の種類・特性を把握します。
□ また、国内の紡績業者は棲み分け（得意な商材、得意な加工方法）がはっきりしているようです。よって、

得意分野の将来性については、事業動向に大きく関わる要素といえます。

紡績機には仏式紡績機と英式紡績機があります。現在は生産性が高い仏式紡績機が主流となっており、英式紡績機は絶滅危惧種化していますが、
独特の風合いを出せる英式紡績機の希少性が顧客獲得に繋がっているケースもありますので、紡績機の把握は企業の強みを把握できる可能性があ
ります。

仏式紡績機 英式紡績機
スライバーに撚りを加えず、ローラーやゴムベルトを使用して安定

した紡績を行う方式で、生産性が高く、品質も安定しやすいので現在
では一般的な紡績手法です。

クリンプ（縮れ）を引き伸ばしながら少しずつ撚りをかけてい
く方式で、生産性が低いことから英式を採用している業者はほと
んどない状況です。紡錘（糸を紡ぐ心棒）の移動と回転によって
撚りをかけるフライヤー（糸のガイド部分）が特徴で、成した糸
はたっぷりと空気を含んだ、やさしく軽やかな糸になります。

【図7】繊維工業の着眼点
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